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   The partition chromatography designed by Martin and Synge, and the paper partition 

chromatography generalized by Consden, Gordon and Martin in 1949 have caused excellent 

results in various fields of science. Moreover since the first introduction of the detailed 

techniques by Hagioka in 1949, many investigations, using this method, have been made. 

   With the cosideration that the correlation, if any, would be found out between the 

 amount of free amino acids in the tuberculous focus and that in other tissue, many  ex-

periments were done for several years by using the paper partition chromatography and 

revealed the facts described in the following three parts. 

 In this part of the report, the basic experiment to paper partition chromatography and 

the method adopted by this author are described, and then the free amino acids within 

the cavity tissue of thirty kidneys extirpated under the diagnosis of kidney tuberculosis 

are qualitatively distinguished by applying the two dimension method of paper partition 

chromatography. 

   The following fifteen free amino acids could be easily recognized asparatic acid, 

glutamic acid, tyrosine, serine, valine, leucine, alanine, threonine, glycine, phenylalanine 
and arginine, 

   Six amino acids of cystine, proline, histidine, lysine, phenylalanine and arginine are 

easily fluctuated when the condition varies. 

   In the  ten extirpated tuberculous kidneys the free amino acids contained only in the 

caseous substance of its kidney were distinctly observed by the same way, and they were 

serine, glutamic acid, asparatic acid, alanine, glycine, tyrosine, valine, threonine, cystine, 

phenylanine, proline, leucine, histidine and methionine. 
   The seven amino acids after threonine in the above described amino acids appear in 

less frequency  and change in quantity and quality by the degree of proteolytic process,
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Chromatographyは1906準Tswettカs始

めて粉糖 を用いて クロロフィル の分析 を行 い,

次 いでKuhnが 炭酸 石灰を用 いて卵黄 色素 の

LuteinとZeaxanthinと の分離 に成功 して以

来 その価値 が再認識 され て広 く各方面 に利 用せ

られ るに到つた.最 近MartinandSyngeは

partition¢hromatographyな る ものを考 案

した.此 の方法 に よると被 検液 中の成分 は,水

相 と非水 相 との間 に分 配せ られ る分配係数 の相

違 に基.い て分 離せ られ る 更 に1944年 に なつ て

Consden,GotdonandMartinはCellulose

を濾 紙 の形 で水 相保持 の定常相 として利 用す る

利点 を見 出 した.本 法 の原理 を応用 して最 も普

通に用い られ つつ あ るものがpaperPartition

chromatographyで あ る.

本 邦に あつ ては1949年,蕨 岡に より欧米 の本

操作が詳細に報告 され てその応 用範 囲の広汎 な

点が注 目され て以来,各 界 にあつて本法 応用 に

よる研究業 籏が挙 げ られ て来 た.

私 は此 のpaperpartitionchromatogra-

phyを 応 用 して腎結核 感染 巣 と組織 内遊 離ア ミ

ノ酸 の変動 との間 に,何 等 かの相関関係 を見 出

し得 る もの と考 え数 軍来此 の研 究に従事 して来

て,一 応 の結論 を得 たので此処 にその成績を一

括報告す る次第 である.荷 本実験 を述べ るに あ

た り便宜上下 記の3編 に分 ち各項 にあつ てその

成績 を述べ て行 く事 にす る.

一般的基礎実験ならびに実験方法

paperpartitionchromatographyを その実験方

法として採用する以上,下 記の各項は何れも実験者に

よって異るので私の実験に於いて採用した方法を一応

略述する.尚 その後に行った本実験は何れも此の基礎

的実験ならびにその実験方法に準じて行つたものであ

る.

1)濾 紙.

paperpartitionchrornatographyに 使 用 す る濾

紙 の 性 質 は そ の成 果 に 極 め て重 要 な意 義 を 有 す る事

は 論 を また な い.伝 聞 す る所 に よる とWhatman濾

紙No,1,2,3,或 をよSchleicherandSchu11濾 紙

No,597等 の 極 め て優 秀 な濾紙 の存 在 が あ るが,実

際当事者にとってこれをそのまま使用するわけにはゆ

かないので,私 は使 い慣れた国産東洋濾 紙を使用し

た.桑 田,水 野,那 波等は同社製品No.131を,音

在はNo.3を 推賞されている,私 は同社製晶No.50

を使 用した.此 のNo.50を 指定するに当 り以下述べ

てゆ く条件において頻回ゐ同一展開繰作を行い,そ の

Rf値 を測定し殆んどその差の無い事を確めた.

2)展 開溶剤.

第一次溶剤として比較的展開能の広い即ちRf値 の

高い酸性溶剤phenol(片 上化学特級tt)を 使用し

た.即 ちphenolr20,7k3e,之 に0.1%の 新鮮アyモ ニ

ア水を10%に 添加 したものを使用した.第 二次溶剤と

してN-Butanol4,氷 酷酸2,永1の 割合で調製し

た飽和 ブタノ'ル 溶液を使用した.本 剤はpheno1に

比 べてRf値 一般に低値であって,ngrt次 展開との

間に分離度を測定するに便であるので使用した・勿論

両剤 とも製品純度の高いものを使用した,

3)指 示 薬.

一般に ア ミノ酸の 指 示薬 として用 いられて いる

Ninhydrinを 使用した.本 剤はアミノ酸,ペ ブチッ

ド,蛋 白質の類で遊離したカルボルシル基とそのe'位

に遊離アミノ基を持っ物質に反応 して特有の紫色系統

の発色を呈する.本 剤も勿論純度の高いものが要求さ

れる.私 は本邦第一化学の製品を使用した。使用に当

ってその都度0.2%Ninhydrin含 水 ブタノ1一ル溶液

を調製 し指示薬 とした.

4)発 色.

上記0.2%Ninhydrin含 水 プタノ・・一ルを完全に風乾

された処理済み濾紙に噴霧し,90℃ の乾熱器内に7～8

分入れて急激に乾燥させると,そ れぞれのRf値 に従

って美麗な固有発色を伴ったspotを 得 る事が出来る.

5)展 開温度.

大体室温に於いて行った.冬 期低温に於いてその展

開に可成 りの時間を要したがRf値 そのものには大な

る変動は来さなかった.

6)試 料.

濾紙の原点に添加される試料は与う限り狭雑物を除

き精製された遊離アミノ酸加水分解物である事が望ま

しい.狭 雑物の存在はその展開,spotの 発色等に大

なる阻害を与える.私 が実験に供した材料は主に組織

片ならびに組織液,組織破壊物等である..よって本質的

にはAwaparaの 方法に従った.即 ち新鮮組織(結 核

空洞包含腎組織)を生理的食塩水で灌洗脚 約1分 陽
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秤量後細片として約20倍 容 のアルコ・一ル で24時 閥固

定,そ の後固定組織に数倍量の溜水を加え,ホ モジナ

イザ芦で均一液 とし沸騰温浴1分 間加温後固定に用い

たアルコールを加えて遠湧し,以 下示すが如 く順次濃
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縮を行って最終段階に於いて1,G9に っ き0ユccの

溜水にて溶解,遊 離ア ミノ酸部を抽出する.此 の目的

とする所はなるべく遊離ア ミノ酸以外の狭雑物を取 り

除 く事にある.

新鮮材料一)固定→ホモジナイザ・・→沸騰浴上1分

一〉アル コPル を 加 え て遠 湧

「

↓ ↓

没 澱 ・蛋 白部1上 澄 液 ＼

↓
3倍 容 の クロ ロ ホル ムを よ くふ りまぜ 一 夜 放 殿(分 液 ロ ー ト)

1

↓ ↓
クロ ロ ホル ム部 を捨 て る.蛋 白の クロ ロ ホル ム ゲル 十水 溶 液 部 濾 過

1

↓ ↓没

澱 蛋 白部il濾 液.蒸 発 乾 固,70%ア ル コール で 溶 かす.

(ク ロ ロ ホル ムゲ ル)

「

↓ ↓

淋 澱,蛋 白部 皿.濾 液,蒸 発乾 固,70%ア ル コー ルで 溶 かす

↓漁

澱,蛋 白部IV.

↓

濾 液,蒸 発乾 固,新 鮮 材 料1。Ogに っ き0,1ccの 水 を 加 え て

溶かす.

遊離ア ミノ酸部

上記操作は示す通 りの回数で尚不充分の事もあるか

らその時は70%ア ル コール乾固の項を更に重復して除

塩操作を行 う.

次 に試料が血液,膿 斤,貯 留液等である場合は原則

的にはFolinandWuの タソグステy酸 抽出法を応

用した.即 ち試薬として下記の物を必要とする.

1)log/dlタ ソグステソ酸ソr-ij溶 液.

2)2/3N硫 酸。

試料5.Occを100cc、 の三角 コルベソにとり,溜

水35ccに て稀釈,タ ソグステン酸 ソーダ液5.Occ,

2/3N硫 酸5.Occを 少しづっ加える.濃 和振盟して

泡抹がなくなれば正しく除蛋白された事を示す.除 塩

は70%ア ル コー一ルを使用する事で満足した.以 下の濃

縮燥作は先述に準じた.

か くして精製された濃縮試料はほぼ満足すべ きアミ

ノ酸抽出液であると見倣される.該 液は比較的早期に

破壊変質するので可及的早期に濾紙に添加する必要が

ある.柴 谷はかくして得られた遊離ア ミノ酸部の保存

は多 くの場合非常に困難だと述べて居 る.即 ち水 で

うすめてアyプ ルに封入減菌して保存 しても,蒸 発乾

固してデシケーター内で保存しても,70%ア ル コール

に溶かしておいても,数 日のうちに ニソヒドリソの呈

色反応が弱くな り又全 くなくなって仕舞 う。これに反

lvtて濾祇に滴下昏れたア ミノ酸は,は るかに安簿で2

～3日 放置後展開してもその呈色反応は殆んどよわま

る事がない.私 も濾紙に滴下された濃縮試料は3～4

日経ても,そ の展開能,呈 色能に大なる変動のない事

を確めた.濾 紙上に於いては確に比較的安定の様であ

る.

7)Rf値.

Rf値 に関して現在迄種々のRf値 が発表されてい

るが,こ のRf値 に関す る限りそれぞれの研究者独自

のものであつて,濾 紙,溶 媒,そ の他条件,操 作,千

差万別であつて,他 の研究者のRf値 を以って云々す

る事は出来ない.た だその相対比は大なる差がない筈

である.私 は下記に掲げる如き方法でspotの 中心点

を決定し,信 頼し得る同一条件の5枚 の濾紙から得た

平均値を以ってそのア ミノ酸の標準Rf値 とした.但

しこれは私の実験に於いてのみ標準とな り得るのであ

って,他 の実験者えのRf値 とはな り得ない,

図にみる様にspotの 中心を決定しそのアミノ酸の

Rf値 を決定 した.即 ち原点から上昇して呈色された

spotは 点でなく範囲がある.依 ってこのspotの 上

下端にそれぞれ原線に平行な高さを測定 し然る後にこ

のspotの 中心点を決定 した.此 の決定された中心点

と溶媒の動いた距離 との比からそのア ミノ酸のRf値

を決定した.以 後のRf値 はすべて 此の方法で算出

したものである.二 次 展開に於い ても全 く同様であ



366 松浦一腎結核に於けるアミノ酸の研究

る.

以上の方法により得た標準 .Rf値 は表1～3に 掲げ

る通 りである.尚 標準アミノ酸 としては,宝 製薬のア

ミノ酸測定用セッ ト申のアミノ酸 を使用した.

B

◎"

aAb

十

lI

一
↓
溶
媒
上昇

線

a:原 点から移動したSpotの 下端迄の距離.

b:原 点から移動したSpotの 上端迄の距離

A:原 点から移動したSpotの 中心迄の距離.

a十b
=A2

B=原 点から上昇した溶媒の動いた距離.

ARf値:

B

↓
原
点

実 験 成 績

実験 材 料 並 に 実験 方 法

臨 床 的 に 腎臓 結 核 の診 断 の下 に別 出せ られ た結 核 罹

患 腎 に 於 い て,結 核 性 空 洞 形 成 の単 発 せ る所 を選 び,

空 洞 壁 を1～2mmお い て空 洞 周 囲組 織 よ りそ れ ぞ

れ2,0gを 秤 量 し て採 取 した.此 の 組織 を前 述 ぜ る如

く処 理 精 製 して遊 離 ア ミノ酸 を抽 出 し,そ の0.05cc

を最 大 容 量 と して試 料 に供 した.又 定 型 的 乾 酪 様物 質

を 包含 す る腎 にあ つ ては そ の5.Occを 吸 引 採 取 先述

の如 く処 理 して 同様 試 料 と した .

実 験 成績

濾 紙 上 に 明 らか に分 離 し得 た遊 離 ア ミ ノ酸 は表4に

示 す 如 く15種 で あっ た.そ の種 類 は 必 発す る も のか ら

た だ1例 のみ に認 め得 た も の迄 含 め て15種 で あ る.即

ち必 発 した ア ミノ酸 と して はAsparaticAcid,Glut-

amicAcidの2種 であ り,他 は30例 す べ て に於 い て

認 め る と云 うわ け では なか つ た,頻 度 の多 い もの か ら・

列 記 し てみ よ う.AsparaticAcid30/30,Glutamic

Acid30/30,Tyrosine25/30,Serine,Valineそ れ

ぞ れ24/30.Leucine22/30,Alanine17/30,Thre-

onine15/30,Glycinelo/30,Cystine3/30 ,次 い で

Proline,Histidine,Lysineそ れ ぞ れ2/30 ,Pheyレ

alanine,Arginine各1/30で あ る.尚 判 定 し得 な

いspotと し て7～1ケ の表 示 す るが 如 きRf値 を 得

た.(表 に示 すは0,以 下 の数 値 で あ る.表 の都 合 で

省 略す る.)

次にその発色度であるが表申(5)に 示 した通 りであ

る.()内 に 示す+の 規準は,最 も発 色強きもの

(辮),中 等度発色(昔),軽 度発色(+),か ろ う

じて推測し得る発色(±)と4段 階に分けた.確 認し

得たアミノ酸斑の発色の強さのみに依ってこれを眺め

れば表5の 如 く一括表示する事が出来る.此 の発色の

強さは概 して最終試料申に含まれる遊離アミノ酸の濃

度に比例 していると考えられる.故 に濃いSPDtは そ

れだけ多 くのそのアミノ酸を含む事 とな り,淡 いspot

はそれだけ薄い濃度にしか存在しないと云 う事を推察

し得るわけである.

次 に易11出腎に於ける乾酪様物質のみにっいての遊離

アミノ酸の分布状態は表6に 示す通 りである.確 認し

得た遊離アミノ酸はAsparaticAcid以 下Methionr

ineに 到る14種 であった.こ の各種 アミノ酸を出現頻

度によつて列記すれば下記の如くなる.Serine9/10,

GlutamicAcid8/10,AsparaticAcid ,Alanine,

Cystineそ れぞれ6/10,Tytosine,Valine5/10,

Threonine3/10,Cystine,Phenylalanine2/10,

Proline,Leucine,Histidine,Methionineそ れぞ

れ1/1G,以 上の14種 類 である.判 定し難いspotは

第6症 例の7ケ より第10例 の0に 判る各症例に示す通

りである.こ のそれぞれのspotを その発色程度によ

って分類 して一括第7表 の通 りである.

以上の実験操作に於いて誤差を可及的僅少に止める

ために,可 改的同一条件にて行 う様に細心の海意を鋲
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った.又 標準Rf値 の追加確認を頻回に行って此の成

績に変動のない事を確めっっ実験は続行して来た.又

試薬は常に新鮮な物を使用した.

総括ならびに考按

本項 におい ては,腎 臓結核 の診 断の下に手術

的に別 出せ られた腎組織 中空洞形 成を認 めた30

例 について,空 洞組織を含 む腎組織 内 の遊離 ア

ミ ノ酸の分布 を二次元 ペーパ ー クロマ トグ ラフ

イーを応 用 して追求 し,文 定型 的乾 酪様物質 を

包含せ る腎10例 を選ん でその乾酪 様物質に含 ま

れる遊離 ア ミノ酸 の分 布を追求 した.

元来 ア ミノ酸の種 類 として従来 の 交献 による

と大体に於 い て ド記 の如 く5大 別 し得 る.

1)蛋 白 質構 成ア ミノ酸.

2)蛋 白 質の成分 とされ たがその常成分 と して

は疑 わ しいか,あ るいはその存 在 の疑 わ し

いア ミノ酸.

3)蛋 白質以 外か ら分離 された天然ア ミ ノ酸及

び二 次的 に生 成 し得 るア ミノ酸.

4)α 一ア ミノ酸以外 のア ミノ酸.

5)存 在 の主張が不 充分 な その他 のア ミノ酸.

私 の実験 に於い て対象 とな るア ミノ酸は第一

項 に属す る蛋 白質構 成 ア ミノ酸 で ある.此 のi蛋

白質 を構成す るア ミノ酸 として認 め られ ている

ものは20乃 至22種 が普 通に挙 げ られてい る.そ

の中蛋 白加水分解 物 としての存在 に疑 念を挿む

余地 のない蛋 白性 ア ミノ酸 としては下記 の18種

が挙 げ られ てい る.Glycine,Leucine.Tyro-

sine,Serine,GlutamicAcid,Asparatic

Acid,Phenylalanine,Alanine,Lysine,

Arg㎞ine,Histidine,Valine,Proline,Tryp-

tophan,Oxyproline,IsoleucineMethionile・

Threonine(蛋 白 中におけ る発見年代順)以 上

18種 で ある.

扱 て此処 に結核 に罹患 した腎組織,特 に空洞

形成 を生 じた様 な腎組織 内に於け る蛋 白分解 の

結果生 じて来 た遊離ア ミノ酸 は如何 なる種類 を

証明 し得 るだ ろ うか.蛋 白質 はPepsin,Pap-

ainの 様 なProteinaseに よつ て分解 され る事

は衆知 の事実 であ るが,結 核感 染に よる組織蛋

白の破壊,融 解の結 果可成 り多 くの遊離ア ミノ

酸が証明 され て良い筈 である.外 松 に よると確
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認 し得 たア ミノ酸 は,Cystine,Asparatic

Acid,GlutamicAcid,Glycine,Serine ,

Arginine,Lysine,Histidine,Glutamine,

Alanine,Proline,Valine,Leucine,Isoleu-

cine,Tyrosine,Taurine,CysticAcid17種

と発表 してい る.私 が30例 の結核 腎組 織 よ り確

認 し得 た遊離ア ミノ酸 はAsparaticAcid,Glu-

tamicAcidの100%か らPhenylalanine ,

Arginineの 各3・3%に 到 る17種 即 ちAsparatic

Acid,GlutamicAcid,Tyrosine,Serine,

Valine,Leucine,Alaine,Threonine,Glyc-

ine,Cystine,Proline,Histidine,Lysine,

Phenylalanine,Arginineで あった .以 上15種

の 遊離iア ミノ酸 の出現 頻度 は先 に表 示 した通 り

で あつ て,全 例 に認 め得た もの と各1例 つ つを

認 めた3種 迄 であ る.

又 ア ミノ酸 のspotの 呈色度,並 に判定 し難

いspotは 表 を御参考願 いたい.決 定 し難 かつ

たspotは 充 分 に除蛋 白除塩 を行 つたが,や は

り狭雑部,ポ リペプチ ド等 の存在 による ものだ

ろうと推察す る.

以 上 の確認 し得 たspotよ り腎 空洞組織 に含

まれ る遊離 ア ミノ酸 は所謂蛋 白構 成ア ミノ酸 と

して認 め られ て居 る18種 のア ミノ酸 を殆 ん ど含

有す ると云 う事 実を確 めた.た だCystine3/30,

Proline,Histidine,Lysineの それ ぞれ2/30,

Phenylalanine,Arginineの 各1/30の6種

はその頻度か ら云つ て少数例 であつた.こ の6

種 のア ミノ酸 は残余 のア ミノ酸 に比 して条 件如

何 によつ て変 動性大 なる遊離 ア ミノ酸 であろ う

と推 察 され る

次に別出腎に於 ける乾酪様物質 のみに含 まれ

る遊 離ア ミノ酸 の分布 はAsparaticAcid以 下

表 示の如 く14種 を確認 した.元 来乾酪様物質 の

主体 をなす ものは,白 血球 の集 中侵潤 に よる組

織 の蛋 白分解 の激化,更 に進 んで 白血球 の崩解

産物,組 織 の融解壊死 片等 で あるか ら より多

くの遊 離 ア ミ ノ酸 を同 定 蔓得 る もの と考 えた

が,結 果 は必ず しも一致せず,む しろ空洞 周囲

組織 内ア ミノ酸 よ り少 い種類 のア ミノ酸 しか確

認 し得 なかつた.此 の事 は組織 の蛋 白分解,更

に進 んで 自己融解,壊 死巣 とその変化 の進行に
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つれ てかか る結 果 を招来 した ものだ ろうと考 え

る.玉 置に依 る と整形外科領域 におい て,寒 性

膿瘍 を穿刺 して得た 膿漿蛋 白 加水 解試 料 か ら

Serine,Glycine,Lysine,Histidine,Arginine,

Alanine,Tyrosine,ProlineLeucine,Phen-

ylalanine,Valineの11種 を 確認、し樹Proline

の 相 対量 が 多い と結論 して居 る.術 叉寒性膿瘍

が痩孔 を形 成 して外界 と交通 し混合感染 を証 明

し得 た例 に於い ては,そ の含 まれ る 遊離ア ミ

ノ酸 の種類 は,閉 鎖性膿瘍 に 比 して 質的 に多

くのア ミノ酸 を証 明 して居 る.腎 結 核に於け る

'乾酪様物質 は
,白 血球残 査,破 壊 産物,結 核菌

をその主成分 とし所謂二 次感染,混 合 感染 と云

う事 は殆 ん ど考 え られ ない.そ の結 果此 の乾 酪

様物質か ら得 られ たア ミ ノ酸 はあ く迄生 体内で

の蛋 白分解 の結果 である.私 は表示 の如 き内容

でSerine,GlutamicAcid,AsparaticAcid,

Alanine,GlycineTyrosine,Valine,Thre-

onine,Cystine,Phenylalanine,Proline,Leu-

cine,Histidine,Methionineの14種 を分離 確

認 し得 た.

結 論

1)腎 臓 結 核 捌 出 腎30例 を 選 び,そ の 空 洞 組 織

内 遊 離 ア ミ ノ酸 をpaperpartitionchroma-

tography二 次 元 法 を 応 用 し て 下 記 の ア ミ ノ酸

を 分 離 確 認 し た.

AsparaticAcid,GlutamicAcid,Tyros-

ine,Serine,Valine,Leucine,Ala.nine,Thr-

eonine,Glycine,Cystine,Proline,Histidine,

Lysine,Phenylalanine,Arginine,以 上15種

で あ る.

2)Cystine,ProlineHistidine,Lysine,

Phenylalanine,Arginineの6種 は 条 件 如 何

に よ つ て 変 動 性 大 な る 遊 離 ア ミ ノ酸 で あ ろ う と

推 察 さ れ る.

3)捌 出 腎 中10例 を 選 び乾 酪 物 質 の み に 含 ま れ

る遊 離 ア ミ ノ酸 を 同 様 方 法 に て 下 記14種 を 確 認

し た.

Serine,GlutamicAcid,AsparaticAcid,

Alanine,Glycine,Tyrosine,Valine ,Thr-

eonine,Cystine,Phenylalanine,Proline ,

Leucine,Histidine,Methioh垣e.

4)乾 酪 様物質 に含 まれ る遊離ア ミ ノ酸 はその

頻度 に 於 い て,確 認ーし得 た種i類 に つ い ては

Threonine以 下7種 は極め て少であ り,そ のi蛋

白分解 の段 階に よ り各 々異 り,質 的,量 的に変

動 のあ る事 が うかがわれ る.

終 りに代表的 クロマ トグラフを掲げる.

;,

多

,し

騨

(文献後掲)

第 一編附図 ぐ1～2)

Fig.1.Chromatography.

Freeaminoacidsofcavernwa11

(clinicalcaseNo.28).

3,Asparaticacid.10.Tyrosine,
4,Glutamicacid.12 .Alanine.
6.Serine.13.Ler1cine .
9.Glycine.
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Table2.BUTANOLRf(average)
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Fig.2.Chrornatoqraphy.

Freeaminoacidsofcavernwal1

(clinicalcase.No.29),

2.Asparaticacid.
4.Glutamicacid.

10.Threonine.
11.Proline.

14.Valine.
16.Leucine.
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D,レMethionine

L-Phenylalanine

Hydroxy-L-

Proline

D,L-Alanine

L-Lysinemonohy-

drQcblgride

Cystine

D-L-Serine

Glycine

AsparaticAcid

D,L-Threonine

L-Leucine

D,L-Valine

L-Prolille

L-Tyrりsine

L-GlutamicAcid

L-Histidine

Arginine

Tryptophan

0.83

0.88

0.72

0.60

0.77

0.27

0.39

0.46

0.16

0.51

0。85

0.79

0.85

0.59

0.21

0.71

0.85

0.84

Butanol

0.50

0.60

0.25

0.31

0.15

0.17

0.22

0.18

0.28

0.32

0.66

0.54

0.40

0。49

0.34

0,22

0,25

0.57

ColorofSpot

purple

greybrown

brownyellりw

purple

purple

pinkpurple

brown

pinkpurple

purple

pinkpurple

purple

purple

yellow

brown

purple

brown

purple

yellowbrown



お
留
ぎ

ぎ≧

邑

塁舅

攣

§

§

薯勇

謹

薯

370

8

網

圏

爲

潟

鴎

萬

鵠

マユ

お

8

翰

曽

籍

露
一

雪

菖

雪

臼

目

自

了

了

卜

o

寸

co

N

H

松浦一腎結核に於けるアミノ酸の研究

lo o o oo o o oo oo oo Oo
oり oり oり oo⊂ つ oり oり oooつ cr⊃oつ oつ ◎◎ oつoつ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼
o o 寸 LON 寸 N b■ ζq ooo L⇔F1 くNr-1
oり oo N N N N H 円 H

【

( ( ( ( ( ( ((

十#= +幸 十 十 十‡r 1 「 1十 十 十 十[ 十‡+十 Il
) ) ) ) ) ) ))
( ( (( ( ( (

+串 +幸 1 十‡ 十幸 ÷‡ 十十 1「 [「 +辛1 Ii
) ) )) ) ) )

( ( ( ( ( ( (

+…お +幸 +幸 +幸r 「 十‡ 十 十1 十 十1 il [1
) ) ) ) ) ) )

( ( ( (

+幸 +幸 1 11 「 1 Il 十‡1 十‡1 lI
) ) ) )

( ( ( ( (

+幸 十‡ +≠ Il 1 「 十≠1 十‡1 [i 「1
) ) ) ) )

( ( ( ( ( ( ( (

十幸 十‡ 十 十 十≠1 1 十 十 十‡1 「1 十‡1 十 十1
) ) ) ) ) ) ) )
( ( ( ( ( ( ( ( ( (

十十 +半 +…≒ 十‡r 十‡ 十 十 十 十[ 十幸1 +幸1 十 十1
) ) ) ) ) ) ) ) ) )

( ( ( ( ( ( (

+幸 十‡ 十‡ ÷4二1 十 十 1 II lI 十‡1 1十 十
) ) ) ) ) ) )
( ( ( ( ( (

十 十 +…幸 +幸 十 十1 十 十 「 「1 lI 十辛i Il
) ) ) ) ) )

( ( ( ( ( ( ( (

十 …睾 十‡ 十‡ +辛r 十 十 十ヰ= 十‡1 十=‡=[ ll Il
) ) ) ) ) 〉 ) )

( ( ( ( ( ( ( (

十 ……㌍ 十‡ 十≠ 十 十1 十≠ 十‡ 十 十1 十 十1 「1 lI
】 ) ) ) ) ) ) )

( ( ( ( ( ( (

十 十 十 十 十 十 十 十1 十 十 十 十 [1 1「 十 十1 1「
) ) ) ) ) ) )

( ( ( ( (

十 十 十‡ 十 十 十十1 「 十 十 lI Il 1 「 1「
) ) ) ) )

( ( ( ( ( ( ( ( (

十‡ 十‡ 十‡ 十十ll 十 十 十‡ 十 十1 十‡1 十 十1 lI
) ) ) ) ) ) ) ) 〉
( ( ( ( ( ( ( (

+辛 +辛 +… …㌍ 十#=1 十羊 +‡ ll i十 十 十 十1 1「
) ) ) ) ) ) ) )

( ( ( ( ( (

十辛 十幸 +幸 十幸1 +幸 「 十 十1 lI 1 1 「[
) ) ) ) ) )

( ( ( ( ( (

+‡ +辛 +幸 +‡1 +幸 +幸 「1 Il 「 [ il
) ) ) 、ノ ) )

( ( ( ( ( ( (

十 十 +牢 十 十 十 十1 +… …長 +幸 iI 1十 刑 1 [ [1一 ) ) ) ) ) )

( ( ( (. ( ( ( (

十 十 +幸 十 十 十 十[ 十‡ +‡ 十 十 「 II 十 十1 lI
) ) ) ) ) ) 〉 )
( ( ( ( ( ( (

十‡ +幸 十≠ 十 ÷1 十‡ 十‡ 十 十1 Il 1 [ Il
) ) ) ) ) ) )
( ( ( ( ( ( (

+… …伝 +‡ 十 十 十 十1 や幸 十‡ 十 十1 ll 1 [ [i
_) ) ) ) ) ) )

( ( ( (

+幸 十 …… 十 十 1「 +羊 1 lI
(
十 十1

(
十 十 「 「1

) ) ) 】 )
( ( バ (

)

+辛 十‡ 1 II 十‡ 十≠ Il ll 「 「 「1
) ) ) )

( ( ( ( ( ( (

十‡
)

+幸
)

十 十
〉
十‡1
)

十‡
)

十‡
)

十 ÷1
>

Ii
(
十 十} 1「

( ( ( ( ( (

)

十‡ +幸 十 十 「1 +羊 +…睾 十 十1 lI 1 「 ll
) ) ) ) ) )

( ( ( ( ( (

+幸 十‡ 「 十十[ ÷幸 +辛 十十1 II 「 1 II) ) ) ) ) )
( ( ( ( ( ( (

÷幸
)
+幸
)

十‡
)

÷ 十1
)

十‡
)

十‡
)

十 ↑1
＼ノ

II
(
十 十1 1「

( バ ( ( (
)

十‡
)
+幸
)

1 十‡1
)

+… ㌍
)

1
(

十 十 十 十1
))

lI [ 1 lI
( ( (( ( (

十‡
)

+幸
)

[ 十 ‡ 十 一H
))

+辛
)

十‡
)

II
(

i十 判
)

(
十 ‡1
)

ll
( ( ( ( ( (
+‡
)

+幸
)

十十
)
十 十1
)

+幸
)
十‡
)

(
十 十1
)

(,
十 十1
)

1 「 II

℃電 導
o o ㊤

Φ
一
く

<
.
α
の

く

<

ぢ
δ

害

冨
の

口o'あ 口

o編
拍C
h臼←

山

呂
萱
卜

呂'δ

呂
日

Φ 口

,9む
β ‡=
邸 の一 ●【

く 頃

①o
口 口
℃ 冒
跳 の一 あ
Oo

.ヨ

ε繊

爵

嵐
8

霞

霊
o。 回
口 口●一 り咽
o〕be
>㍉ 」

日 く



松浦一腎結核に於けるアミノ酸の研究

Table5.00LOROFSPOT

CAVERNWALLONRENALTUBERCULOS工S

(CLINICALCASES)
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Aspa.Acid

Glut.Acid

Serille

Tyrosine

Proline

Valiコe

Leuci血e

Alanine

Histid1ne

Glyci・ne

Cystine

'llireonine

Phenylalanine

Lysine

Arginine

Table7.COLOROFSPOT

CASEOUSSUBSTANCEOFRENAL

TUBERCULOSIS(CLINICALCASES)

(冊)1(")t(+)
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1
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1

0
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0

0

30

30

24

25

2

24
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2
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3
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1

2

1

1(+"一)1(副(+)1(±)i

Serine

Glut.Acid

Asp.Acid

Alanine

Glycine

Tyrosine

Valine

Threonine

Cystille

Phenylalanine

Proline

Leucine

Histidine

Methionine
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⊇

呂

:

含

陪
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1

4

1

3

0

2

3
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0

1

0

1

5

1

0

5

3

5

3

0

2

2

1

0

1
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0
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0
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0

9
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6
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3

2
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1

1

Table6。

FREEAMINOACIDSOFCASEOUSSUBSTANCE.(CLINICALCASES)

1・1・1・1・

Asp.Acid

Glut.Acid

Serine

Tyrosine

Proline

Valine

Leucine

Alanine

Histidine

Glycine

Cystine

Threりnine

Phenylalanine

Methionipe

十

(昔)

十

(+)

十

(+)

十

(+)

十

(+)

十
(甘)

十

(+)

十

(+)

十

(+)

十

(+)

十

(冊)

十

(+)

十

(+)

十

(+)

十

(昔)

十

(+)

十

(朴)

十

(柵)

十

(+)

十

(+)

十
(什)

・[・

十

(帯)

十

(升)

十

(粋)

十

(刊 一)

十
(紛

十

(帯)

十

(紛

十

(+)

十

(+)

・i・t・

十

(帯)

十

(+)

十

(+)

十
(+)

十

(+)

十

(昔)

十

(冊)

十 ・

(帯)

十

(昔)

十

(+)

十
(朴)

十

(+)

十

(昔)

十

(暑)

十
(+)

1・ ・1

十

(+)

十

(+)

十

(廿)

十

(什)

十

(什)

十

(+)

十

(+)

十

(+)

十

(+)

i+i

i(のi　 　

1-

1+
(昔)

6/10

8/10

9/10

5/10

1/10

5/10

1/10

6/10

1/10

6/10

2/10

3/10

2/10

1/10




